
川に学ぶ体験活動 指導者養成団体および特定指導者養成団体に関する規定

第1章
総則

（総則）

第1条この規定は、川に学ぶ体験活動協議会（以下ＲＡＣという。）規定第３条（３）の定めるところにより指導者養成を行う団体に関する事項を定める。

（定義）

第2条　この規定でいう用語について各々、次のとおり定義する。

(1) 指導者養成団体はＲＡＣ指導者養成事業の実施団体として認定された団体。

(2) 指導者養成事業はＲＡＣ指導者登録をできることをＲＡＣが認定した事業。

(3) 指導者登録はＲＡＣが作成するＲＡＣ指導者名簿に一定の手続きを経て登録されること。

(4) 指導者登録更新は一定の手続きを経て、登録有効期間を延長すること。

第2章
指導者養成を行う団体の名称と種別

（指導者養成を行う団体の種別）

第3条　指導者養成を行う団体は次の通りとする。

(1) 指導者養成団体

1）指導者養成事業を実施することができる。

2）養成された指導者をＲＡＣ指導者として協議会に登録することができる。

(2) 特定指導者養成団体

1）指導者養成事業を実施することができる。

2）ＲＡＣ指導者の登録においては指導者養成団体を通して行うことができる。

（指導者養成団体および特定指導者養成団体のための認定手順）

第4条　指導者養成団体および特定指導者養成団体を希望する団体は別に定める様式に従い、申請書を提出し、認定委員会において認定される。

（指導者養成団体および特定指導者養成団体のための認定要件）

第5条　指導者養成団体および特定指導者養成団体の認定要件は別に定める。

第3章
指導者養成事業

（指導者養成団体および特定指導者養成団体の指導者養成事業の認定手順）

第6条　指導者養成団体は、別に定める様式に従い申請書を提出し、指導者養成事業認定委員会において認定される。

（指導者養成団体および特定指導者養成団体の指導者養成事業の認定要件）

第7条　指導者養成事業で使用するカリキュラムは『共通カリキュラム一覧』の内容を満たし、事業認定委員会の承認を得たものとする。

2． 移行事業申請においては第7条第１項の他に、『ＲＡＣ指導者の役割と対象の条件』移行事業対象者の条件を満たすものとする。
第4章
指導者養成団体の行う指導者の登録及び登録更新

（指導者登録の手続き）

第8条　指導者の登録は次の手順で実施するものとする。

(1) 各指導者養成団体において、実施した養成事業を受講した指導者のうち、別に定める登録要件に適合している登録希望者を一括してＲＡＣに申請する。

(2) 指導者養成団体は登録希望者から徴収した登録手数料を登録手続き時に一括して協議会に納入する。

(3) 協議会は各指導者養成団体から提出された申請書を確認の上、ＲＡＣ指導者名簿に登録する。

（指導者登録更新の手続き）

第9条　指導者登録更新は次の手順で行うものとする。

(1) 指導者養成団体は更新希望者から各団体で用意する申請書と活動歴を登録有効期限の1ヵ月前までに一括してＲＡＣに申請する。

(2) 指導者養成団体は更新希望者から徴収した更新手数料を一括して、手続き時に納入する。

(3) 協議会は各指導者団体から提出された申請書を確認の上、ＲＡＣ活動指導者名簿の更新を行う。

（指導者養成団体および特定指導者養成団体の認定取り消し）

第10条　理事会は指導者養成団体が第5条の条件を満たさない又は指導者養成団体としての業務を十分に遂行できないと判断された場合、指導者養成団体の資格を取り消すことができる。

（指導者登録手数料及び指導者登録更新の手数料）

第11条
ＲＡＣは徴収した登録手数料及び更新手数料のうち、その一部を指導者養成団体の事務手数料として還元するものとする。

第5章
雑則

（規定の改正）

第12条
本規定の改正は、協議会理事会の審議を経て行うことができる。

付則

1 本規定改正は、平成16年4月1日より施行される。
